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（
一
社
）
西
日
本
飲
料

水
管
理
協
会
（
牛
嶋
政
雄

会
長
、
会
員
数
27
社
）
は

６
月
14
日
、「
第
12
回
（
令

和
７
年
度
）
通
常
総
会
」

を
福
岡
市
博
多
区
の
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
福
岡
に
お
い
て
開
催
し

た
。
今
年
度
事
業
と
し

て
、
給
水
設
備
の
ポ
ン

プ
、
制
御
盤
、
定
水
位

弁
の
技
術
研
修
や
レ
ジ

オ
ネ
ラ
症
防
止
対
策
の

講
習
な
ど
を
行
う
方
針
。

　

牛
嶋
会
長
（
三
和
浄

水
社
長
）
＝
写
真
＝
は
、

「
７
月
に
県
内
３
カ
所
で

貯
水
槽
清
掃
作
業
従
事

者
研
修
会
を
予
定
し
て

い
る
が
、
新
規
テ
キ
ス
ト

で
は
こ
れ
ま
で
の
C
D

を
廃
止
し
、
デ
ジ
タ
ル
化

し
て
ス
マ
ホ
や
P
C
で
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

で
き
な
か
っ
た
、
給
水
設

備
の
ポ
ン
プ
、
制
御
盤
、

定
水
位
弁
の
技

術
研
修
や
レ
ジ

オ
ネ
ラ
講
習
を

予
定
し
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
事

例
に
対
応
で
き

る
よ
う
専
門
講

師
も
招
き
取
り

組
み
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

議
事
で
は
、

大
澤
清
和
氏
（
エ

コ
ア
ス
）
を
議

長
に
4
号
議
案

ま
で
を
審
議
、

全
議
案
を
原
案

通
り
承
認
し
た
。

今
年
度
事
業
計

画
は
①
貯
水
槽

清
掃
作
業
従
事

者
研
修
会
の
実

施
（
福
岡
県
内

で
７
月
に
３
会

場
と
11
月
に
予

　

一
般
社
団
法
人
西
日

本
飲
料
水
管
理
協
会

の
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
は
県

の
生
活
衛
生
行
政
の
運

営
に
格
別
な
御
高
配

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
を
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
発
生
し

ま
し
た
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
で
は
、
多

く
の
建
築
物
や
そ
の

付
帯
設
備
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
ほ

か
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
る
電
気
・
ガ
ス
・
水

道
が
寸
断
さ
れ
、
地
域

経
済
や
住
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。

　

近
年
、
災
害
時
に

お
い
て
は
、
水
道
施
設

が
復
旧
す
る
ま
で
の
応

急
的
な
給
水
対
策
と

し
て
、
身
近
に
多
数
存

在
す
る
貯
水
槽
の
活
用

を
考
え
る
動
き
が
あ

り
、
貯
水
槽
に
対
し
て

新
た
な
役
割
へ
の
期
待

の
声
が
挙
が
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
災
害
時

の
み
な
ら
ず
、
多
く
の

人
々
が
使
用
す
る
飲
料

水
の
安
全
と
安
心
を
確

保
す
る
に
は
、
日
ご
ろ

の
点
検
や
定
期
的
な
清

掃
が
不
可
欠
で
あ
り
、

こ
う
い
っ
た
給
水
系
統

の
維
持
管
理
は
極
め
て

重
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
、
貴
協
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
様
々

な
研
修
事
業
な
ど
を
通

し
て
、
貯
水
槽
の
衛
生

管
理
の
徹
底
や
汚
染
事

故
の
未
然
防
止
に
努
め

ら
れ
る
な
ど
、
益
々
、

そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
県
に
お
き
ま
し

て
は
、
貴
協
会
に
御
協

力
い
た
だ
き
作
成
し
た

小
規
模
貯
水
槽
水
道

の
衛
生
管
理
に
係
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ

シ
の
各
貯
水
槽
設
置

管
理
者
へ
の
送
付
や
、

新
聞
定
期
広
告
及
び

福
岡
県
だ
よ
り
を
通

し
て
、
貯
水
槽
の
定
期

清
掃
及
び
定
期
検
査

に
つ
い
て
啓
発
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
継
続
し
て
、

小
規
模
貯
水
槽
水
道

の
衛
生
管
理
の
徹
底

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
県

民
生
活
の
「
安
全
」「
安

心
」
の
向
上
に
御
尽
力

い
た
だ
き
ま
す
と
と
も

に
、
引
き
続
き
県
行
政

に
対
す
る
御
理
解
と

御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
一
般
社
団

法
人
西
日
本
飲
料
水
管

理
協
会
の
御
発
展
並
び

に
会
員
の
皆
様
の
御
健

勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
お
祝
い
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

福
岡
県
保
健
医
療
介
護
部

生
活
衛
生
課
長

友
枝　

哲
宏

　

一
般
社
団
法
人
西
日

本
飲
料
水
管
理
協
会

の
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
牛
嶋
会
長
を

は
じ
め
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
か
ら
福
岡
市
の
生

活
衛
生
行
政
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
健
康
で
快
適

な
暮
ら
し
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
安
全
で
美

味
し
い
飲
料
水
の
供
給

が
不
可
欠
で
す
。
特
に

貯
水
槽
水
道
に
つ
き
ま

し
て
は
、
貯
水
槽
の
構

造
や
材
質
に
応
じ
た
点

検
、
清
掃
な
ど
適
切
な

維
持
管
理
が
求
め
ら

れ
、
そ
の
た
め
に
は
高

い
技
術
と
豊
富
な
経
験

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
貴

協
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
貯
水
槽
清
掃
作
業

従
事
者
向
け
の
研
修

や
、
貯
水
槽
清
掃
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の

社
会
貢
献
事
業
に
取
り

組
ま
れ
て
お
り
、
安
全

な
飲
料
水
を
市
民
へ
提

供
す
る
た
め
、
様
々
な

面
で
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

深
く
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

福
岡
市
に
お
き
ま

し
て
は
、「
都
市
の
成

長
」
と
「
生
活
の
質
の

向
上
」
の
好
循
環
を
創

り
出
す
こ
と
を
都
市

経
営
の
基
本
戦
略
と

し
て
掲
げ
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
、
都

心
部
で
は
「
天
神
ビ
ッ

グ
バ
ン
」
や
「
博
多
コ

ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
」
に
よ

り
老
朽
化
し
た
ビ
ル
の

建
替
え
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
近
年
、

地
震
や
豪
雨
な
ど
の

自
然
災
害
が
全
国
で

頻
発
化
し
て
お
り
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

が
極
め
て
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
に

向
け
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
両
面
で
さ
ら
な

る
取
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
都
市
の

変
化
に
伴
い
、
ビ
ル
の

規
模
や
機
能
が
高
度
化

す
る
中
で
、
貯
水
槽
な

ど
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
安

全
で
衛
生
的
な
維
持
管

理
の
重
要
性
は
一
層
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
益
々
進
む
都

市
の
成
長
と
と
も
に
、

福
岡
市
と
し
て
も
安

全
で
美
味
し
い
飲
料

水
が
供
給
さ
れ
る
よ

う
、「
貯
水
槽
の
設
置

者
に
対
す
る
適
正
管

理
に
関
す
る
指
導
」
や

「
市
民
の
皆
様
に
対
す

る
飲
料
水
の
衛
生
に

関
す
る
啓
発
」
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
貴
協
会
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、

並
び
に
、
会
員
の
皆
様

の
ご
健
勝
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
お
祝
い

の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

福
岡
市
保
健
医
療
局

保
健
所
地
域
衛
生
部
医

薬
務
・
衛
生
推
進
課
長

肥
前　

昌
一
郎

総
会
挨
拶

　
（
一
社
）
西
日
本
飲

料
水
管
理
協
会
は
、

２
０
１
４
年
（
平
成
26

年
）
に
、
設
立
し
12
年

目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
も
偏
に
、
会
員

の
皆
様
並
び
に
本
日
ご

出
席
の
役
員
の
方
々

の
ご
協
力
と
ご
理
解

の
お
か
げ
で
す
。
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

当
協
会
の
事
業
活
動

　

要
の
事
業
活
動
で
あ

る
貯
水
槽
清
掃
作
業
従

事
者
研
修
会
を
、
７
月

１
日
か
ら
、
久
留
米
会

場
・
福
岡
会
場
、
北
九

州
会
場
で
、
開
催
し
ま

す
。

　

研
修
に
関
し
て
、
研
修

内
容
の
充
実
と
受
講
者

へ
の
最
新
情
報
の
提
供

を
目
的
と
し
、
新
し
い
取

り
組
み
を
採
用
さ
せ
て

頂
き
、
新
規
の
テ
キ
ス

ト
で
は
、
Ｃ
Ｄ

－
を
廃

止
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
ス

マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
で
閲
覧
出

来
る
様
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
の
問
題
点

に
も
着
目
し
、
現
場
で

起
こ
っ
て
い
る
、
貯
水

槽
設
備
の
経
年
劣
化
に

よ
る
梯
子
の
腐
食
で
、

墜
落
事
故
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
水
槽
の
亀

裂
破
損
等
も
現
実
に
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
開
催
出
来
な
か
っ

た
事
業
の
給
水
設
備
の

ポ
ン
プ
、
制
御
盤
、
定

水
位
弁
等
の
技
術
研
修

会
や
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
防

止
対
策
の
研
修
会
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
事
例
に
対
応

で
き
る
よ
う
専
門
講
師

を
追
加
す
る
な
ど
積
極

的
に
取
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎

年
４
月
に
夜
須
高
原
の

や
す
ら
ぎ
荘
の
貯
水
槽

清
掃
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
当
協
会
も

今
年
で
、
40
回
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
、
鶴

田
工
業
様
の
ご
協
力
を

頂
き
実
施
出
来
ま
し
た
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

レ
ジ
オ
ネ
ラ
対
策
講
習
な
ど
計
画

西
日
本
飲
料
水
管
理
協
会
が
総
会

第
一
号
議
案

　

事
業
報
告

第
二
号
議
案

収
支
決
算
報
告

監
査
報
告

第
三
号
議
案

　

事
業
計
画
案

第
四
号
議
案

　

収
支
予
算
案

等
の
議
案
、
ご
審
議
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
日
の
議
題

祝
　
辞

定
）
②
貯
水
槽
な
ら
び

に
貯
湯
槽
等
施
設
の
適

切
な
維
持
管
理
に
よ
る

ポ
ン
プ
、
制
御
盤
に
関

す
る
講
習
会
お
よ
び
レ

ジ
オ
ネ
ラ
講
習
会
を
開

催
③
社
会
福
祉
施
設
や

す
ら
ぎ
荘
の
貯
水
槽
清

掃
作
業
を
通
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

－
等
を
決
定
し
た
。

　

感
謝
状
授
与
で
は
、

今
年
４
月
に
心
身
障
が

い
児
療
育
訓
練
施
設
や

す
ら
ぎ
荘
の
貯
水
槽
清

掃
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
っ
た
鶴
田
工
業
を
顕

彰
し
た
。

　

懇
親
会
で
来
賓
を
代

表
し
登
壇
し
た
福
岡
県

保
健
医
療
介
護
部
生
活

衛
生
課
の
友
枝
哲
宏
課

長
は
、「
貴
協
会
は
貯
水

槽
の
衛
生
管
理
の
徹
底

に
努
め
ら
れ
、
飲
料
水

の
安
全
と
安
心
の
確
保

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て

い
る
。
本
県
と
し
て
も

貯
水
槽
設
置
管
理
者
へ

定
期
清
掃
な
ど
の
啓
発

を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら

な
る
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。
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や
す
ら
ぎ
荘
で

　
　
40
回
目
貯
水
槽
清
掃

　
（
一
社
）
西
日
本
飲

料
水
管
理
協
会
（
牛

嶋
政
雄
会
長
、
事
務

局
・
福
岡
市
南
区
）

は
４
月
９
日
、
社
会

貢
献
の
一
環
と
し
て

毎
年
行
っ
て
い
る
心

身
障
が
い
児
（
者
）

療
育
訓
練
施
設
や
す

ら
ぎ
荘
（
福
岡
県
筑

前
町
）
の
「
第
40
回

貯
水
槽
清
掃
作
業
」

の
奉
仕
活
動
を
行
う

と
と
も
に
幹
事
会
を

開
催
し
た
。
＝
写
真

＝
　

今
回
の
作
業
は
会

員
会
社
で
あ
る
鶴
田

工
業
の
社
員
２
人
で
、

屋
上
に
あ
る
４
ｔ
高

置
水
槽
と
地
下
に
あ

る
20
ｔ
受
水
槽
の
清

掃
を
行
っ
た
。

　

水
抜
き
を
行
っ
た

後
、
高
置
水
槽
や
受

水
槽
の
内
側
に
付
着

し
て
い
た
さ
び
や
水

垢
、
砂
な
ど
の
汚
れ

を
貯
水
槽
専
用
洗
剤

で
落
と
し
、
消
毒
し

て
水
で
洗
い
流
し
た
。

作
業
者
に
汚
れ
の
状

況
を
聞
く
と
「
受
水

槽
の
方
に
砂
が
多
く

あ
っ
た
の
で
丁
寧
に

取
り
除
い
た
」
と
話

し
た
。

　

同
施
設
は
、
俳
優

で
あ
っ
た
故
・
森
繁

久
彌
さ
ん
た
ち
が
提

唱
し
た
「
あ
ゆ
み
の

箱
」
運
動
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
、
今
年
４

月
で
53
周
年
を
迎
え

た
。
家
庭
に
い
る
心

身
障
が
い
児
（
者
）

た
ち
が
通
園
で
訓
練

す
る
施
設
で
、
年

間
利
用
者
数
は
平
均

１
万
人
、
こ
れ
ま
で

の
延
べ
人
数
は
45
万

人
を
突
破
し
た
と
い

う
。

　

や
す
ら
ぎ
荘
の
職

員
は
「
今
回
で
40
回

目
と
い
う
こ
と
で
、

長
年
、
貯
水
槽
清
掃

を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
、
安
心
し
て

水
が
飲
め
る
の
も
皆

さ
ん
の
お
か
げ
と
大

変
感
謝
し
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

　

幹
事
会
で
は
、
従

事
者
研
修
会
を
７
月

に
県
内
３
会
場
で
計

画
、
技
術
者
講
習
会

を
10
月
ご
ろ
、
レ
ジ

オ
ネ
ラ
講
習
会
を
来

年
２
月
ご
ろ
に
予
定

し
て
い
る
ほ
か
、
通

常
総
会
を
６
月
14
日

（
土
）
に
開
催
す
る
こ

と
な
ど
を
決
定
し
た
。

西
水
協
が
社
会
貢
献
活
動
実
施

　
（
一
社
）
西
日
本
飲

料
水
管
理
協
会
と
福
岡

県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
の
２
団
体
共
催

に
よ
る
「
令
和
７
年
度

（
夏
季
）
貯
水
槽
清
掃

作
業
従
事
者
研
修
会
」

が
７
月
１
日
、
久
留
米

市
の
久
留
米
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
受
講
し
た
65

人
は
貯
水
槽
の
清
掃
方

法
や
作
業
の
安
全
と
衛

生
、
消
毒
方
法
、
給
水

ポ
ン
プ
と
制
御
盤
な
ど

　
（
一
社
）
西
日
本
飲

料
水
管
理
協
会
と
福

岡
県
管
工
事
業
協
同

組
合
連
合
会
の
２
団

体
共
催
に
よ
る
「
令
和

７
年
度
（
夏
季
）
貯

水
槽
清
掃
作
業
従
事

者
研
修
会
」
が
７
月
15

日
、
福
岡
市
博
多
区
の

福
岡
県
自
治
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

受
講
し
た
１
２
３
人

は
貯
水
槽
の
清
掃
方

法
や
作
業
の
安
全
と

衛
生
、
消
毒
方
法
、
給

　
（
一
社
）
西
日
本
飲
料

水
管
理
協
会
（
牛
嶋
政

雄
会
長
）
と
福
岡
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合

会
（
藤
成
德
会
長
）
の

２
団
体
は
、
７
月
23
日
、

北
九
州
市
小
倉
北
区
の

パ
ー
ク
サ
イ
ド
ビ
ル
で

「
令
和
７
年
度
（
夏
季
）

貯
水
槽
清
掃
作
業
従
事

者
研
修
会
」
を
開
催
し

た
＝
写
真
＝
。
両
会
員

ら
１
６
４
人
が
受
講
し
、

貯
水
槽
清
掃
に
関
す
る

関
係
法
令
、
作
業
の
安

に
つ
い
て
知
識
を
深

め
、
修
了
証
を
取
得
し

た
。

　

同
・
夏
季
研
修
会

は
、
７
月
中
に
久
留
米

会
場
を
皮
切
り
に
、
15

日
に
福
岡
会
場
、
23
日

に
北
九
州
会
場
の
３
会

場
で
予
定
し
て
お
り
、

約
３
４
０
人
の
受
講
者

を
見
込
ん
で
い
る
。
な

お
、
今
回
か
ら
新
し
い

テ
キ
ス
ト
「
貯
水
槽
清

掃
作
業
従
事
者
研
修
テ

キ
ス
ト
（
第
３
版
）」

水
ポ
ン
プ
と
制
御
盤

な
ど
に
つ
い
て
知
識

を
深
め
、
修
了
証
を
取

得
し
た
。

　

同
研
修
会
は
、
７
月

中
に
福
岡
県
内
３
会

場
（
久
留
米
会
場
は
１

日
、
北
九
州
会
場
は
23

日
）
を
予
定
し
て
お

り
、
３
４
０
人
の
受
講

者
を
見
込
ん
で
い
る
。

な
お
、
今
回
か
ら
新
し

い
テ
キ
ス
ト
「
貯
水
槽

清
掃
作
業
従
事
者
研
修

テ
キ
ス
ト
（
第
３
版
）」

全
や
衛
生
等
を
学
び
な

が
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
を
図
り
、
最
後
に
修

了
証
を
取
得
し
た
。

　

同
研
修
会
は
、
７
月

か
ら
福
岡
県
内
３
会
場

（
久
留
米
会
場
は
１
日
、

福
岡
会
場
は
15
日
）
で

実
施
し
て
お
り
、
延
べ

３
５
２
人
が
受
講
し
て

い
る
。

　

開
講
あ
い
さ
つ
で
西

水
協
の
牛
嶋
会
長
（
三

和
浄
水
）
は
「
私
た
ち

が
実
施
す
る
貯
水
槽
の

を
使
用
し
て
い
る
。

　

西
水
協
の
牛
嶋
政
雄

会
長
（
三
和
浄
水
）
＝

写
真
＝
は
、「
貯
水
槽

水
道
の
10
ｔ
以
下
の
小

規
模
貯
水
槽
で
も
簡
易

水
道
に
準
じ
て
適
正
管

理
に
努
め
る
よ
う
定
め

ら
れ
て
い
る
。
近
年

は
、
貯
水
槽
の
経
年
劣

化
等
が
見
ら
れ
、
は
し

ご
の
腐
食
や
F
R
P
水

槽
の
亀
裂
な
ど
作
業
者

に
危
険
な
状
況
が
散
見

さ
れ
る
。
研
修
会
で
の

知
識
を
活
か
し
安
全
作

業
に
当
た
っ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

研
修
会
で
は
、
今
回

初
め
て
（
一
社
）
長

崎
県
貯
水
槽
管
理
協

会
の
池
田
秀
彦
会
長

が
講
師
に
招
か
れ
「
清

掃
方
法
」
に
つ
い
て

実
際
に
作
業
し
て
い

る
映
像
を
通
し
て
説

明
。
続
い
て
、
福
岡

県
保
健
医
療
介
護
部

生
活
衛
生
課
の
橋
上

竜
二
氏
が
「
関
係
法

令
」
と
「
水
と
健
康
」、

福
岡
県
貯
水
槽
管
理

協
議
会
の
山
川
博
文

講
師
が
「
作
業
の
安

全
と
衛
生
」
と
「
消

毒
方
法
」、
同
・
内
田

匡
俊
講
師
が
「
給
水

ポ
ン
プ
と
制
御
盤
」、

同
・
高
岸
和
也
講
師

が
「
給
水
設
備
と
機

器
」、
同
・
山
内
賢
治

講
師
が
「
塗
装
方
法
」

な
ど
６
科
目
に
つ
い

て
説
明
、
最
後
に
修

了
証
が
交
付
さ
れ
た
。

を
使
用
し
て
い
る
。

　

西
水
協
の
牛
嶋
政

雄
会
長
（
三
和
浄
水
）

＝
写
真
＝
は
、「
貯
水

槽
水
道
の
10
ｔ
以
下

の
小
規
模
貯
水
槽
で

も
簡
易
水
道
に
準
じ

て
適
正
管
理
に
努
め

る
よ
う
定
め
ら
れ
て

い
る
。
近
年
は
、
貯
水

槽
の
経
年
劣
化
等
が

見
ら
れ
、
は
し
ご
の
腐

食
や
F
R
P
水
槽
の

亀
裂
な
ど
作
業
者
に

危
険
な
状
況
が
散
見

清
掃
作
業
は
福
岡
県
民

の
衛
生
と
安
全
を
確
保

す
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
近
年
、

貯
水
槽
の
経
年
劣
化
等

が
進
ん
で
お
り
、
作
業

従
事
者
に
と
っ
て
危
険

な
状
況
も
出
て
い
る
。

研
修
会
で
の
知
識
を

生
か
し
安
全
作
業
に
当

た
っ
て
ほ
し
い
。
今
日

の
研
修
を
明
日
か
ら
の

作
業
の
糧
と
し
、
安
全

で
衛
生
的
な
環
境
の
確

保
を
」
と
呼
び
掛
け
た
。

さ
れ
る
。
研
修
会
で
の

知
識
を
活
か
し
安
全

作
業
に
当
た
っ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

研
修
会
で
は
、（
一

社
）
長
崎
県
貯
水
槽
管

理
協
会
の
池
田
秀
彦
会

長
が
久
留
米
会
場
に
続

い
て
講
師
に
招
か
れ

「
清
掃
方
法
」
に
つ
い

て
、
実
際
に
作
業
し
て

い
る
映
像
を
通
し
て
解

説
し
た
。
続
い
て
、
福

岡
県
保
健
医
療
介
護
部

生
活
衛
生
課
の
橋
上
竜

二
氏
が
「
関
係
法
令
」

と
「
水
と
健
康
」、
福

岡
県
貯
水
槽
管
理
協
議

会
の
山
川
博
文
講
師

が
「
作
業
の
安
全
と
衛

生
」
と
「
消
毒
方
法
」、

同
・
佐
古
田
裕
紀
講
師

が
「
給
水
ポ
ン
プ
と
制

御
盤
」、
同
・
高
岸
和

也
講
師
が
「
給
水
設
備

と
機
器
」、
同
・
山
内

賢
治
講
師
が
「
塗
装
方

法
」
な
ど
６
科
目
に
つ

い
て
説
明
、
最
後
に
修

了
証
が
交
付
さ
れ
た
。

　

会
で
は
新
テ
キ
ス
ト

「
貯
水
槽
清
掃
作
業
従

事
者
研
修
テ
キ
ス
ト（
第

３
版
）」
を
使
用
し
て
講

義
が
進
め
ら
れ
、
福
岡

県
貯
水
槽
管
理
協
議
会

の
山
川
博
文
氏
が
「
貯

水
槽
清
掃
に
関
す
る
関

係
法
令
」、「
水
と
健
康
」

と
「
福
岡
県
の
状
況
」

を
テ
ー
マ
に
講
義
し
た
。

続
い
て
、
福
岡
県
保
健

医
療
介
護
部
の
橋
上
竜

二
氏
、
福
岡
県
貯
水
槽

管
理
協
議
会
の
若
松
計

吾
氏
・
岡
崎
清
孝
氏
・

山
内
賢
治
氏
・
高
岸
和

也
氏
の
５
人
の
講
師
が

そ
れ
ぞ
れ「
関
係
法
令
」、

「
清
掃
方
法
」、「
給
水
ポ

ン
プ
と
制
御
盤
」、「
給

水
設
備
と
機
器
（
定
水

位
の
原
理
）」、「
塗
装
方

法
」
な
ど
の
講
義
科
目

で
説
明
を
行
っ
た
。

　

受
講
者
は
５
時
間
50

分
に
お
よ
ぶ
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
熱
心
に
聴
講

し
、
最
後
に
修
了
証
を

受
け
取
っ
た
。

西水協と管工事協組連西水協と管工事協組連が
研修会

西水協と管工事協組連が
研修会

久留米福  岡北九州

貯水槽清掃従事者
研修開く

福岡会場は
123人受講

北九州会場は
164人受講




